
大川入山再び（あららぎ高原スキー場から往復） 
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あららぎ高原スキー場０６：４０－大川入山頂上１３：５０－あららぎ高原スキー場１７：００ 

先週のリベンジで今度は少し短いあららぎ高原スキー場から往復しました。メンバーは福嶋さんを迎え、先

週から比べれば賑やかになりました。 

天気は快晴、スキー場を超えて登山道入口からはトレースもあり、これなら楽勝と思って進むと 10 分ぐらい

進んだところで、トレースが無くなる。ここからは交代でラッセルとなる。雪は多いところで膝上、平均膝下、堅

いところでくるぶしくらい？といった感じ。3 人いると休んでいてもルートが伸びていく安心感がある。登り始め

は急登だったが、ある程度登ると傾斜が落ちる。この辺から頂上が見える。 

  

（左が頂上、右のスカイラインから右のピークを越えていく） 

 

標高 1,850ｍ位のところから一度下って登り返すのだが、良くわからず通り過ぎてしまう。赤布等もあったが

行く手に 1,921ｍピークが見えたのでおかしいことに気づく（1,902ｍピークまで来てしまった・・・）。Ｕターンし、

それっぽいところから下り始めたが、またしても二本手前の尾根を降りてしまう。沢をまたげばいいかとも思っ

たが、あきらめて登り返す。今度こそと思ったが、多分一本手前の尾根だった。小さな沢をまたぎ、正しいル

ートに入る。トータル１時間程度（それ以上？）のロスをしてしまい、おまけに無駄な体力の消耗をしてしまう。 

時間切れの可能性も出てきたが、14 時までは進もうと先へ進む。とは言ってもここからは登り。大分疲れが

出てくる。手前のピークからは一度下り、最後の登り。頂上 13:50 着、頂上には治部坂から登ってきた 2 人パ

ーティが先着していた。 

景色を堪能した後、暗くなる前に降りようと下山を開始。登り返しに辟易しながら何とか初めの尾根に戻る。

ここからの下りも結構長かったが、暗くなる前にはスキー場の駐車場に着いた。 



（頂上への登り。下山時に撮影） 
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